
払
え
る
保
険
料
で

市
民
の
命
を
守
れ
！ 

国
民
健
康
保
険
料 

１

６
％
負
担
増 

 

安
倍
政
権
の
下
、
可
決
さ
れ
た

「
医
療
・
介
護
総
合
法
」
に
よ
り
、

要
支
援
１
・
２
の
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
を
保
険
か
ら
は
ず
し
、
市

町
村
の
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
（
新
総
合
事
業
）
」

に
丸
投
げ
す
る
改
悪
が
進
ん
で
い

ま
す
。
大
津
市
も
来
年
４
月
か
ら

の
移
行
に
向
け
て
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。 

 

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
介
護
事
業

所
の
職
員
の
み
な
さ
ん
に
、
現
状

や
市
に
対
す
る
要
望
、
不
安
な
ど

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
党

市
議
団
で
市
内
の
事
業
所
を
訪
問

し
ま
し
た
。 

「
大
津
市
か
ら
詳
し
い
説
明
は
受

け
て
い
な
い
。
今
後
の
経
営
の
先

行
き
が
不
安
」「
も
し
保
険
は
ず
し

で
送
迎
が
な
く
な
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
の
方
は
通
っ
て
こ
ら
れ
な
い
」

な
ど
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

市
は
、
現
在
の
要
支
援
者
に
つ

い
て
は
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
先

行
し
て
実
施
し
た
他
の
自

治
体
で
は
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ず
重
度
化

し
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
生

活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

引
き
下
げ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が

安
心
し
て
介
護
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
つ
く
る
た
め
、
国
・
県
に
さ

ら
な
る
財
政
支
出
を
求
め
、「
保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
」
と
な
ら
な
い

よ
う
市
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。 

＊６月通常会議・一般質問の予定＊ 
【主な質問項目】 

13 日(月) 杉浦とも子 市総合計画、秋葉台造成問題 

林まり  18 歳選挙権、児童クラブ 

14 日(火) 石黒かづ子 市民の住環境整備について 

15 日(水) たてみち秀彦 企業局のあり方と料金、介護 

岸本のり子  市役所の職員体制、不法投棄 

大津市役所で 10時～。ぜひ傍聴にお越しください。 

インターネット中継、進行状況は議会ホームページで。 

 

誰
も
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を 

介
護
保
険
・
新
総
合
事
業

来
年
４
月
開
始
予
定

 
 

 
 

 

に
向
け
、
介
護
事
業
所
を
訪
問 

小規模多機能事業所を

訪問するたてみち市議 

６
月
市
議
会
通
常
会
議
に
は
、
補
正

予
算
を
含
む
27
議
案
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

補
正
予
算
案
に
は
、
庁
舎
整
備
に
向

け
た
市
役
所
隣
接
国
有
地
の
取
得
経

費
を
は
じ
め
、
民
間
保
育
所
整
備
の
追

加
経
費
、
皇
子
山
総
合
公
園
陸
上
競
技

場
の
耐
震
補
強
、
葛
川
・
上
田
上
地
域

あ
、旧
竹
林
院
や
公
人
屋
敷
の
利
用
料

金
に
障
が
い
者
や
要
支
援
・
要
介
護
区

分
を
設
け
減
免
す
る
こ
と
、ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
や
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

の
使
用
料
に
市
外
料
金
を
設
定
す
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
運
動
に
よ

る
前
進
も
あ
り
ま
す
が
、問
題
点
も
あ

り
ま
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
議

会
の
審
議
の
中
で
浮
き
彫
り
に
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。 

 

ま
た
、
市
民
か
ら
は
、
沖
縄
辺
野
古

新
基
地
建
設
計
画
や
高
浜
原
発
１
・
２

号
機
の
再
稼
働
の
中
止
を
求
め
る
請

願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
民
の
声
が
生
か
さ
れ
る
議
会
へ

奮
闘
し
ま
す
。 

５
月
に
開
催
さ
れ
た
市
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
が
、
今
年
度
の
国

民
健
康
保
険
料
を
、
所
得
２
０

０
万
円
・
40
歳
夫
婦
と
子
ど

も
１
人
の
モ
デ
ル
世
帯
で

１
・
６
％
引
き
上
げ
る
提
案
を

承
認
。
モ
デ
ル
世
帯
で
年
35

万
３
０
６
０
円
と
な
り
大
き

な
負
担
増
で
す
（
表
参
照
）
。 

 

国
保
は
加
入
者
の
多
く
が

高
齢
者
や
低
所
得
者
で
す
。
所

得
が
増
え
ず
、
非
正
規
雇
用
も

増
加
す
る
中
で
払
え
る
保
険

料
に
す
る
こ
と
は
急
務
で
す
。 

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

人
に
公
布
さ
れ
る
短
期
保
険

証
は
郵
送
さ
れ
な
い
た
め
、
手

元
に
保
険
証
が
な
く
病
院
に

行
け
ず
に
手
遅
れ
に
な
る
事

案
が
起
き
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
保
険
証
を
持
っ
て
い
て
も
、

医
療
費
の
負
担
が
で
き
ず
治

療
を
中
断
す
る
人
も
増
え
て

い
ま
す
。 

 

２
０
１
８
年
度
か
ら
国
保

の
運
営
主
体
が
市
か
ら
県
へ

移
行
さ
れ
、
保
険
料
の
さ
ら
な

る
引
き
上
げ
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
に
対
し
て
国
庫
負

担
の
増
額
を
、
市
に
は
保
険
料

引
き
下
げ
の
た
め
に
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や

す
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 
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万
所得200万円、40歳夫婦＋子ども1人の場合22 

の
路
線
バ
ス
減
便
・
退
出
対
応

関
係
経
費
、
小
中
学
校
の
学
習

支
援
や
教
育
環
境
整
備
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
体

制
の
強
化
、
富
士
見
市
民
プ
ー

ル
移
転
の
敷
地
造
成
地
盤
改

良
経
費
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。 

条
例
改
正
議
案
は
、
小
学
校

４
年
生
～
６
年
生
ま
で
の
医

療
費
助
成
を
入
院
以
外
に
も

拡
大
す
る
こ
と
や
、
比
良
と
ぴ


